
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊松協働支援センターだより ・“結
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～～～ 笑顔で暮らせる 持続可能な地域づくり ～～～ 

 

“ 
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センター発行 
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四
月
二
十
六
日
牧
野
町
長
が
、
発
足

し
た
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
を
訪
問
さ

れ
、
事
務
局
体
制
の
進
捗
状
況
な
ど
に

つ
い
て
聞
か
れ
、
町
長
か
ら
協
働
支
援
セ

ン
タ
ー
設
立
へ
の
思
い
を
話
さ
れ
、
「
町

民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
構
想
の

実
現
に
邁
進
し
て
ほ
し
い
。
」
と
の
激
励

を
受
け
、
職
員
二
人
も
地
域
の
た
め
に

頑
張
ろ
う
と
、
心
新
た
に
い
た
し
ま
し

た
。 

 

 
豊
松
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

去
る
五
月
十
三
日(

金)

午
後
七
時

よ
り
、
役
場
豊
松
支
所
二
階
会
議
室

に
お
い
て
、
地
区
内
各
種
団
体
選
出

の
代
議
員
二
十
三
名
中
二
十
一
名
の

出
席
を
得
て
、
来
賓
に
橋
本
輝
久
議

員
、
川
上
清
高
支
所
長
を
お
迎
え

し
、設
立
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

議
長
に
豊
松
地
区
体
育
協
会
会

長
の
妹
尾
義
定
さ
ん
を
選
出
し
、
四

議
案(

セ
ン
タ
ー
規
約
、
監
事
の
選

任
、
事
業
計
画
、
収
支
予
算)

に
つ
い

て
審
議
頂
き
、
全
議
案
満
場
一
致
で

ご
承
認
い
た
だ
き
、
設
立
総
会
を
盛

会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。 

 

牧
野
町
長
が
激
励
の
た
め
来
所
さ
れ
ま
し
た 

 

設 立 総 会 盛 会 裏 に 開 催 

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
長 

赤
木
隆
富 

 

「
町
民
及
び
町
は
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
理
念
に
基
づ
き
、

相
互
に
尊
重
し
あ
い
、
と
も
に
役
割
分
担
を
考
え
な
が
ら
、
連

携
し
て
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
活

力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
」
と
ま
ち

づ
く
り
推
進
条
例
に
う
た
わ
れ
、
設
置
さ
れ
た
こ
の
セ
ン
タ
ー

の
運
営
に
当
た
ら
し
て
頂
く
一
員
と
し
て
少
し
で
も
お
役
に

立
つ
こ
と
が
出
来
た
ら
と
意
を
新
た
に
致
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

こ
れ
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
し
っ
か
り
協
議
し
な
が

ら
結
い
の
精
神
を
基
本
に
「
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
・
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
老
骨
に
鞭
打
ち
な
が
ら
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
事
務
所
を
基
幹
セ
ン
タ
ー
２
階
へ
設
置
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
住
民
の
皆
さ
ま
お
気
軽
に
お
越
し
下

さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
あ
い
さ
つ 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

事
務
局
長 

上 

睦
二 

神
石
高
原
町
人
と
自
然
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
前
文
に

「
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
住
民
自
治
基
本
理
念
を
明
ら
か
に

し
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
は
わ
た
し
た
ち
住
民
で
あ
る
こ
と
を

自
覚
し
、
自
ら
の
発
言
と
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
誰
も
が
生
き

が
い
の
あ
る
生
活
を
営
み
、
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
を
実
現
す
る
た
め
」
と
あ
り
ま
す
。 

ま
さ
に
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
は
、
多
く
の
皆
様
の
ご
意

見
、
将
来
展
望
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
基
と
し
て
皆
さ

ん
と
ご
一
緒
に
実
現
に
向
け
た
協
議
を
重
ね
る
こ
と
で
、
「
笑

顔
で
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
」
の
実
現
を
め
ざ
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

720-1704 神石郡神石高原町下豊松 761-3 基幹センター２階 電話：０８４７－８４－２２２６ 
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遷延 

 

役
員
の
ご
紹
介 

 

幹 

事 

五
名 

 

 

平 

岡 

孝 

廣 
(

下
豊
松
振
興
会
長) 

 

平 

川 

里 

士 
(

笹
尾
振
興
会
長) 

 

藤 

原 
 

茂 
 
(

上
豊
松
自
治
振
興
会
長) 

 

西 

本 

伸 

廣 
(

有
木
自
治
振
興
会
長) 

 

赤 

木 

隆 

富 
(

協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
長) 

 

監 

事 

二
名 

内
藤
啓
成 

(

文
化
連
盟
豊
松
ブ
ロ
ッ
ク)

 

小
坂 

貢 
(

有
木
自
治
振
興
会) 

 

構
成
団
体
名
（豊
松
地
域
内
） 

 
 

☆
青
年
会
☆
女
性
会
☆
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
☆
上
豊
松
福
寿
老
人
ク
ラ
ブ
☆
下
豊

松
長
寿
会
☆
有
木
老
人
ク
ラ
ブ
☆
保
育
所
保

護
者
会
☆
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
☆
豊
松
地
区
体
育

協
会
☆
社
会
福
祉
協
議
会
豊
松
支
部
☆
商
工

会
（
商
業
部
、
女
性
部
、
青
年
部
）☆
文
化
連
盟

豊
松
ブ
ロ
ッ
ク
☆
消
防
団
豊
松
方
面
隊
☆
上
豊

松
自
治
振
興
会
☆
下
豊
松
振
興
会
☆
笹
尾
振

興
会
☆
有
木
自
治
振
興
会 

 
 五

月
十
三
日
開
催
の
設
立
総
会
に
お
い
て
、
選

任
さ
れ
ま
し
た
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

平成２８年度の事業概要 

 幹事会の開催 

幹事５名と町豊松支所長及び担当者、センター事務局長により、定期的に幹事会を開催し、

支援センター事業等について随時協議を行い、活動指針づくりを行います。 

 円卓会議の開催 

豊松地区の構成団体の皆さまや、豊松地区民の皆さま、関係団体と円卓会議を必要に応じ

て開催し、地域の課題やニーズの情報収集に努め、課題解決について協議いたします。 

 団体活動、地区内行事の支援 

豊松地区内の団体の事務支援や、敬老会等各種行事の支援を行います。 

 振興会組織の運営や活動支援(振興会運営費、活動費の助成や事業支援) 

 街づくり振興助成事業の実施(地区コミュニティー支援事業等の助成事業) 

 豊松地区まちづくり計画の策定 

豊松地区内の町民が、自然、文化、歴史、人材等の地域資源を活用しつつ、自らが取り組む

べき活動の方針や内容等を含めた５ヶ年計画書の作成 

事 業 

 収入総額   ２，３１０万円 

町交付金    １１，５２８千円 (町一括交付金)   事業収入  １１千円 

町補助金    １１，５５９千円 (町道草刈り補助金) 寄 附 金   １千円  

雑 収 入         １千円 

 支出総額   ２，３１０万円 

一般管理費   １，２０８，５００円(各種会議の開催費・使用料賃借料等) 

事 業 費     ２０１，０００円(地域づくり計画諸費) 

補助事業費  ２１，６４７，０００円(振興会活動・運営助成金・草刈り補助金・ま 

ちづくり助成金)  

  予 備 費      ４３，５００円 

 

予 算 


